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1．研究 目的

　東京 ， 大阪に並 ぶ三 大都市で ある 名古屋は．近年 ，

異常高温 に見舞われ る ことが多 く，暑さが一段 と厳

しくな っ て い る。 これは，ヒ
ー トアイラ ン ド強度が

1980 年当初に 比較 して 2．5倍の 5℃ に達して い る こ

とに裏付けられ る （大和田，1994）。そ の要 因は，都

市化の 進展と共 に名古屋市，およびその 周辺地域 の

地形的特徴 にある と考え られ る 。

　名古屋が位置する 伊勢湾岸地域は，北太平洋高気

圧 の西 へ の張 り出 し方によ っ て暑 さが決定され やす

い。特に ， 南高北低型時 には ， 高気圧 か ら吹き出す

南西よ りの 気圧 傾度風が鈴鹿 山脈を越えて 濃尾 平野

に フ ェ
ーン現象をもたらし，異常高温 を引き起 こす 。

しか し，Chmate 　sh 齔 以降は南高北低型の 出現 日数

が増加傾向にある こ とから，今後暑さ による名古屋

の都市環境の悪化が懸念 され る （大和 田，2006）。

　そ こで 本研究は，夏型気圧配置時にお ける 名古屋

市とそ の 周辺地域に お い て ヒー トアイラン ド調査を

実施 し ， そ の分布の 実態 と要 因の メカ ニ ズム に つ い

て解析を行 っ た 。

ll．異常猛暑の 資料解析

　 図 1 は．名古屋．東京，大阪にお ける 日最高気温

37℃以上 の出現 日数 の経年変化 を表 した もので あ

る 。 名古屋 は，30℃ ，35℃ 以上で は大阪に 次 ぐも の

の ，37℃以 上 で は最 も出現 日数が多 い こ と が わ か る 。

過去 46年間で 最高の 14日を記録 した 1994年 は ，

全面高気圧型で ある が，翌年 の 1995年は今回 と同

様の 南高北低型で あ っ た。これ らの 気圧場 の 共通点

は ， 伊勢湾岸地域に フ ェ
ー

ン現象が もた らされ る典

型的な 気圧配置で ある こ とで ある。
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図 1 名古屋 ， 東京 ， 大阪 に おける 日最高気温 137℃ 以上〕

　　 の出現 日数の 経年変化 “961〜 2004年｝

III．異常猛暑の 実態調査

1 ．観測時の 気圧配置

　観測は ， 2005年 7 月 22 日の最高気温出現時，お

よび夜間，8月 3 日早朝に実施 した 。 この時の気圧

場は，北 日本に弱 い 低気圧 があ っ て 東の海上に前線

がみ られ る が，西 日本は大陸か ら張 り出す高気圧 と

合体 した南高北低型の 気圧 配置で あっ た （図 2》。 こ

の気圧配置は，夏型気圧配置の 8割 を占める 。

　図 2 観測日（2005年 7 月 22 日 15 時）の地上気日…配置

2．観測方法

　観測 は，定点 と移動 47地点 を含 む計 48地点にお

い て ，自動車 5台 によ る ア ス マ ン通風乾湿計，野外

用 自記温度計 ， デー
タ ロ ガー

を使用 して 気温観測，

お よ び中浅式風向・風速計に よ る風の 移動観測を実

施 した 。

3．観測結果

　日中で 気温 が最 も高か っ た の は，中心 部の 熱田 区

の みな らず名古屋 市東部付近 に も現れ た （図 3）。 こ れ

は，西風の フ ェ
ーン による 影響 と市中心部の 高温域

の移動によるもの と考え られる 。 しか し， 夜間か ら
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図 3 最高気温出現時 （2005年 7 月 22 日 13時 30分） に

　　 おける名古屋市域の 気温分布

早朝にかけて は同心的な分布が得 られ ， 都市建物や

地表構成物質の 熱容量の 違い が明瞭に現れた。
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